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山梨県では洋 ラ ン類が盛 ん に 栽培 さ れて お り ， 平成9

年度 に お け る シ ン ピ ジ ウ ム や コ チ ョ ウ ラ ン の生産 は， 花

き 生産額の 1 位 と 2 位 を 占め て い る 。 ま た ， 夏季の冷涼

な気象条件 を利用 し て 八 ヶ 岳南箆 に新た な産地が形成さ

れつ つ あ る 。 19 89 年 に は シ ン ピ ジ ウ ム の 薬 に ， 中 央 が

黄色か ら 赤褐色で， 周囲が盛 り 上が っ た斑点症状が発生

し た が， 同様な症状が長野県， 埼玉県， 香川 県 に お い て

も 発生 し ， 苗落 ち ゃ 品質低下 の 原因 と な り 問 題 と な っ

た 。 ま た ， 199 4 年 に は こ れ と は 別 の 症状で葉 に 黒色 の

小 さ な斑点が発生 し ， 品質低下 は も と よ り ， 品種 に よ っ

て は苗生産が中止 さ れ る 問題 も 生 じ た 。 こ れ ら の 原因究

明 を し た と こ ろ ， い ず れ も Fusarium 菌 に よ る 新病害で

あ る こ と が明 ら か に な っ た こ と か ら ， 黄斑病 と 命名 し

た 。 本稿で は ， 本病原菌の分類， 本病の発生要因お よ び

防除法 に つ い て現在ま で に 得 ら れた知見の概要 を紹介す

る 。

I 発 生 状 況

黄斑病徴 は， 初め水浸状に 盛 り 上が っ た 小斑 を 生 じ ，

こ れが拡大や融合 し て ， 中央部が黄色か ら 赤褐色で周囲

が盛 り 上が る 病斑が形成さ れ る 。 末期 に は 中央部 よ り 黒

変し， 盛 り 上が り は な く な る 。 黒斑病徴 は， 黄変や周囲

の盛 り 上が り も な く ， 初 め か ら 黒色不整形の斑点が形成

さ れ る 。 品種 に よ っ て は黒斑周囲 に ハ ロ ー を 伴 う こ と も

あ る 。 黄斑や黒斑 に よ っ て 株が萎凋す る こ と は な い が，

多発す る と ， 葉枯れや葉が奇形 と な る こ と があ る 。

本病 は， 展開途中 の 葉 に 発生 し ， 展開 し き っ た成葉で

は発生 し な い。 発生 は， 年聞 を 通 し て 認め ら れ る が， ハ

ウ ス 内温度が上昇す る 3 月 ご ろ か ら 目 立 ち は じ め 6 月 以

降急増す る 。 病勢進展は賞斑 よ り 黒斑の ほ う が速 い よ う

であ る 。

E 病 原 菌

黄斑 お よ び黒斑か ら は， Fusarium 菌が高率 に 分離 さ

Contorol and Occurrance of Cymbidium spp. Yellow Leaf 
Spot Caused by Fusarium 戸roli)もratum and Fusarium sub. 

glutinans. By Kazunori IcH IKAWA 
( キ ー ワ ー ド : シ ン ピ ジ ウ ム ， 黄斑病， 発生生態， 耕種的防除，

生物防除)

れた。 大分生子 は， 無色， 新 月 型 で 1�5 個 の 隔膜 を 有

し ， 3 隔膜 の 大 き さ は 24�59 X 3�6 μ m で あ る 。 小 分

生子 は 無 色楕 円 形で 1�2 胞 か ら な り ， 1 胞 の 大 き さ は

5�14 X 2�5 μm で あ る 。 円 筒形の フ ィ ア ラ イ ド に 小分

生子 を 連 鎖 お よ び擬頭 状 に 形成す る こ と か ら ， SNYDER 

and HANSEN の 分類 体 系 に 従 い Fusarium moniliforme 

と 同定 し ， 黄斑病 と 命名 し た (市川 ら ， 19 89 ; 市川 ら ，

199 4) 。 し か し ， SNYDER and HANSEN の分類体系 の種の範

囲 は 広 く ， 特 に F. monil仲間e は 使用 し よ う と す る 分

類体系 に よ っ て種の範囲が異 な る 。 そ こ で， 黄斑 と 黒斑

の両病徴 を種の レベルで区別す る た め に ， 新 た に全国か

ら サ ン プ リ ン グ を 行 い， 種 の 定 義 を 狭 く 取 っ て い る

GERLACH and NIRENBERG ( 19 82) の分類体系 に よ っ て 同定

し た 。 そ の結果， 黄斑形成菌 は ， F. prol俳ra tum var. 

minus と F. sa cchari var. subglu tinans， 黒斑形成菌 は

F. ρrolifera tum var. minus と 同定 さ れた (市川 ・ 青木，

199 6) 0 F. ρrolifera tum var. minus と F. sa cchari var. 

subglu ti仰ns の 形態的な大 き な違 い は ， F. ρroli冷ra tum

var. minus で は 大分生子 は 針状で あ ま り 湾 曲 せ ず， こ

ん棒状の小分生子 は連鎖お よ び擬頭状に 形成さ れ る の に

対 し ， F. sa cchari var. subglutinans で は 大分生子 は 鎌

形で， 卵形の 小分生子 を 常 に 擬頭 状 に 形成す る 点 で あ

る 。

最近， 遺伝子解析 に 基づ く 分子系統 を正確 に 反映 し た

新た な 分類体系 の 確立 に 向 け た 一連 の 研究 が NIRENBERG

ら 形態 研 究 者 の 協 力 の も と に 行 わ れ (青 木， 199 8) ， 

Gibberera ルifikuroi complex ( お お よ そ旧 F. monili­

forme に 対応) は， 10 種 の 新種 を 含 め ， 29 種 に 分類 さ

れた (NIRENBERG and O'DNELL， 199 8) 。 そ こ で， こ れ ら の

成果 を踏 ま え て ， 本病原菌の所属を検討 し た と こ ろ ， 黄

斑形成菌 は F. ρrolifera tum と F. subglu tinans， 黒斑形

成菌 は F. ρrol俳ra tum と 同 定 さ れ た 。 結局， 黄斑病菌

は， 1 病原 1 病徴 と は な ら ず， F. proliferatum は 黄斑系

統菌 と 黒斑系統菌 の 存在が示唆 さ れ た (ICHIKAWA and 

AOKI， 投稿中) 。

F. subglu tinans に よ る シ ン ビ ジ ウ ム の 病 害 は イ タ リ

ア ， ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ， ア メ リ カ (F. moniliforme の

報告だが シ ノ ニ ム と 考 え ら れ る ) ， 日本 で発生 し ， 日 本

で は ， 褐色葉枯病 と し て 知 ら れて い る (D'AGLIANO and 
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1 シ ン ビ ジ ウ ム に対す る 病原性

黄斑形成菌 お よ び黒斑形成菌 を PDB 培地で娠 と う 培

養後， 集菌 し た bud-cellを メ リ ク ロ ン 苗 全体に噴霧接

種 し た 。 主要栽培 17 品種お よ び原種 目 品種の い ずれ に

お い て も 黄斑形成菌 は黄斑 を ， 黒斑形成菌 は黒斑 を 生 じ

た 。 黒斑の 中に は ハ ロ ー を 伴 う も の も 見 ら れ た 。 賞斑形

成菌の F. ρrol扮ra tum と F. subglu tinans にお い て 種に

よ る 病徴の違い は 認め ら れな かっ た (表一1 ) 。

2 ラ ン 科植物 に対す る 病原性

黄斑形成菌お よ び黒斑形成菌 を シ ン ピ ジ ウ ム の場合 と

同様に接種 し た 。 黄斑形成菌 は ， シ ン ビ ジ ウ ム と 同様 な

黄斑 を オ ド ン テ ィ オ ダ， デ ン ド ロ ビ

ウ ム ， カ ト レ ア で生 じ た 。 ミ ル ト ニ

ア ， ド リテ ノ プ シ ス ， オ ン シ ジ ウ ム

で は 発病 し な かっ た 。 こ れ ら 属聞 で

の病徴の 違 い は認め ら れな か っ た 。

黒斑形成菌 は， シ ン ビ ジ ウ ム と 同様

な黒斑 を オ ド ン テ ィ オ ダ， デ ン ド ロ

ビ ウ ム ， ミ ル ト ニ ア で生 じ た 。 黒褐

色 の 小斑 は ハ ロ ー を伴 う も の も 見 ら

れ た 。 カ ト レ ア ， ド リテ ノ プ シ ス ，

オ ン シ ジ ウ ム で は 発病 し な か っ た 。

( 1999 年)

CARRAl， 1994 ; BROADHURST and HARTILL， 1996 ; GLEASON et. 

al . ，  1996 ; ;本 国 ら ， 1995) 。 褐色葉 枯病 は， 葉 と パ ルプ

に発生す る 。 初 め 円 形か ら 不整形の水浸状小斑 を 生 じ ，

こ れが癒合拡大 し て 黒褐色病斑 と な り ， そ の後， 葉全体

に病斑が進展 し て 一気に枯れ上が る と と も に， 葉がパル

プ基部か ら 枯死， 脱落 し ， さ ら にパル プ‘ も 枯死す る 病徴

を示す。 こ れ は ， 明 ら かに黄斑病 の F. subglu tinans に

よ る 黄 斑 病徴 と は 異 な る 。 現 在， シ ン ビ ジ ウ ム の F.

subglu tinans には， 褐色葉枯病菌， 黄斑病の黄斑系統菌

お よ び後述す る 黄斑病に発病抑制 を 示す非病原菌が存在

す る 。

性原病皿

第 2 号第 53 巻疫防物植90 

表 ー1 黄斑 と 黒斑か ら 分離 さ れた のtsarium ρroliferatum 及び Fusarium
subglutina出 の シ ン ビ ジ ウ ム 主要栽培品種 と 原種に対す る 病原性

菌離分

発病要因 は， 本病の発生生態 を知

る う え で重要 であ る と と も に， 耕種

的防除 を確立 す る た めに も 明 ら かに

す る 必要 が あ る 。 本病の発生が異 な

る 農家 の 実態調査 を 行 っ た と こ ろ ，

肥料， 潅水， 送風， 栽培密度に違 い

が認め ら れた 。 そ こ で， そ れぞれの

要因 を 異に し た 栽培試験 を 行 い ， 発

病 と の 関係につ い て 検討 し た 。 そ の

結果， 肥料 は施肥に伴 う 肥料濃度 の

高 ま り と と も に多発す る 傾向が認め

ら れた 。 慣行栽培で は肥料 と し て 油

粕 を 用 い る が， 黄斑病菌 は ， 油粕で

大量に増殖 し伝染源 と な る こ と が示

唆 さ れ て い る が ( 宮 下 ら ， 1997) ，  

油粕 と コ ー テ ィ ン グ肥料の発病 を 比

較 す る と 油 粕に よ る 栽培 で 多 発 し

た 。 潜水に よ る 濡れ時聞 は 展開途中

の 葉 が 24�72 時間以上続 く と 発病

栽培種
Florence ‘Nana' 
Crystal Cherry ‘Belleamie' 
Lucky Rainbow 'Purple Eye' 
Lucky Rainbow 'Joyner' 
Seaside ‘Fuzzy Color' 
Organdy ‘Moon l ight' 
Fortissimo ‘Pianist' 
Jenteel 'Peppermint' 
Great Katy ‘Hanako' 
Great Katy ‘Mariacci' 
Great Flower ‘Venus' 
Hazel Show ‘Bonnie Lass' 
Mini Sarah ‘Artisan' 
Mem. J ac. Oyston ‘Ice Princess' 
Lovely Angel ‘The Two Virgins' 
Lovely Moon 'Aikokusya' 
Lovely Bunny ‘Romeo' 

原種
devonianum 
tloribundum 
lowianum 
lowianum 'Concolor' 
lI1s1gne 
erythrosty 1 um 
madidum 
tracyanum 
eburneum 
elegans 

注) 92-14-1 ，  93- 1 - 1 : 黄斑 か ら 分離， 92-42- 1 : 黒斑 か ら 分離， 92-14-1 ，  92-42-1 : 
F. ρ叫すきratum， 93- 1 - 1 : F. subglutinans. 
w : 凸型水浸状斑点， y : 病斑周闘が盛 り 上がっ た 賛斑， b : 黒色小斑あ る い はハ ロ ー を
{半 っ た黒色小斑， B : 黒色不整斑， 一 . 外観上無病徴.
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し， 夏期 に 雨除け栽培 を す る と 発病が抑制 さ れた 。 潜水

時の送風 は ， 伝染源 と な る 羅病株 よ り 風下の株で多 く 発

病 し ， 病原菌 を伝播す る こ と が明 ら か と な っ た 。 栽培密

度 は， 慣行栽培 よ り 低 い 栽培密度で発病が抑制 さ れ た

(市川 ら ， 1998) 。 シ ン ビ ジ ウ ム 褐色腐敗病で も ， 肥料，

高湿度 と な る 多濯水， 栽植密度が発病 に 関係 す る こ と が

認め ら れ て い る (D'AuANO and CARRAI， 1994 : GLEASON ， 

1966) 。

V 防 除 法

1 薬剤防除

F. moniliforme に よ る 主 要病害で あ る イ ネ ばか苗病

に登録の あ る 薬剤 を 主体 に 本病 の 有効薬剤 を検索 し た 。

供試薬剤 と し て ぺ ノ ミ ル剤， ト リプ ル ミ ゾール剤， ぺ フ

ラ ゾエ ー ト 剤， プ ロ ク ロ ラ ズ剤， チ オ ファ ネ ー ト メ チル

剤， イ プ コ ナ ゾ ー ル 剤， カ ス ガ マ イ シ ン ・ 銅剤 を 用 い

た 。

チ オ ファ ネ ー ト メ チ ル剤， カ ス ガ マ イ シ ン ・ 銅剤 お よ

びべ ノ ミ ル剤 は ， 病原菌の接種前 に 散布 し た場合 に 農薬

無散布の接種区 と 有意な差が認 め ら れ， 黄斑病徴 に 対す

る 予 防効果 の あ る こ と がわ か っ た 。 し か し ， 治療効果

は， 認め ら れなかっ た 。 他の薬剤 で は ， 予防効果 お よ び

治療効果 と も に 認 め ら れな か っ た 。 な お ， カ ス ガ マ イ シ

ン ・ 銅剤 は 薬身基部が黒変す る 薬害が認め ら れ， 実用性

は 低 い と 考 え ら れ た (表-2) 。 イ タ リ ア で 発生 し た F.

subglu tかzans に よ る 褐色葉枯病で も べ ノ ミ ル剤 を 有効 と

し て い る (D'AuANO and CARRAI ， 1994) 。 し か し ， 全国か

ら 採集 し た 黄斑病菌 を薬剤検定 を し た と こ ろ ， ベ ノ ミ ル

剤 に 対 し 80% の 割 合 で耐性菌 が 出 現 し て お り ， べ ノ ミ

ル剤 は ， 本病 に 対 し て 実用性があ る と は 考 え ら れ なかっ

た 。 ま た ， 黒斑病徴 に 対 し て は， 供試 し た 薬剤 は ， 予防

効果お よ び治療効果 と も に 認 め ら れず， 有効な薬剤 は検

索さ れなかっ た (市川 ら ， 1997 b) 。

2 耕種的 防除

発病要因の解析結果か ら ， 発病助長要因 は 油粕施用 ，

多肥栽培， 長時間 の葉の 濡れ， 潜水時の送風， 狭 い鉢間

隔であ る と 考 え ら れた 。 そ こ で， 発病 を抑制す る 栽培管

理方法 を 次の よ う に し ， 耕種的防除効果 を検討 し た 。 施

肥 は ， 慣行の 油粕施用 が病原菌 を増殖 し ， 二次伝染源 と

な る た め使用 を避け， コ ー テ ィ ン グ肥料 を施用 す る 。 葉

の濡れ時聞が長 く な る と 発病が助長 さ れ る た め ， 葉上潜

水は控 え め に し ， 夏期 は雨除け栽培 と す る 。 葉上潜水時

の 送風 は ， 病原菌 を伝播 し 本病 を 拡大 す る た め 避け る 。

鉢間 関 は や や 広 め に し， 通気 を 図 る 。 以上 を組み合わ せ

た 耕種的防除法 に よ り ， 黒斑， 黄斑 と も 黄斑病の発病 は

栽培期 間 を 通 し て 慣行栽培 よ り 半減 す る こ と が で き た

(図- 1) (市川 ら ， 1998) 。 シ ン ピ ジ ウ ム 褐色葉枯病 は 多

湿条件下で発生す る こ と か ら ， 予防策 と し て は換気 を 図

る こ と が最 も 重要で， 液肥や 濯水の施用方法お よ び広 い

鉢間隔 も 効果 が あ る の も と 考 え ら れ て い る (D'AuANO

and CARRAI ， 1994) 。

3 非病原性 フ ザ リ ウ ム 菌 に よ る 生物紡除

本病の実用 的 な 防除法 と し て は ， 現在の と こ ろ 耕種的

防除法の み で あ る 。 耕種的防除法 は ， 少発生の場合 に は

防除効果が期待で き る が， 多発生の場合 に は 苗落 ち ゃ 品

質低下 を 招 く も の と 考 え ら れ る 。 Ft俗anum 病 に 対 し て

非病原性 F. o.坤o rum が発病抑制効果 を 持 つ こ と に つ

い て は 多 く の報告が あ る 。 そ こ で， 有効 な生物防除法 を

確立す る た め に ， 本病が多発 し て い た ハ ウ ス の感受性品

種の 中 か ら ， 病徴が認 め ら れ な い 外観上健全 な 株 を 選

ぴ， 菌の組織内分離 を 行 っ た と こ ろ ， 高率 に Fusarium

菌が得 ら れ た 。 メ リ ク ロ ン 苗全体 に ， 得 ら れ た Fusar.

ium 菌 を 噴霧 接種 し ， 高 い 発病 抑 制 効 果 を 示 し た F.

sacchari va r .  subglu tinans ( == Fusarium sub. 

glu tinans) 94 NPF 7-1 菌 を 選抜 し た 。 本菌 は ， シ ン ピ

ジ ウ ム の主要栽培 12 品種 と 原種 1 1 品種 に 対 し ， 発病が

表 - 2 シ ン ピ ジ ウ ム 黄斑病の賞斑病徴 に対す る 有効薬剤lの検索

予防効果 治療効果 (1 日 後) 治療効果 (3 日 後)
薬 剤 名 処理濃度 薬害

業数 病葉率 ( % ) 発病度 葉数 病業率 (% ) 発病度 業数 病業率 (% ) 発病度

チオフ ァ ネ ー ト メ チル 1 ， 000 倍 23 . 0  1 4 . 6  5 . 78 27 . 5  16 . 7  6 . 98 25 . 0  15 . 7  9 . 28 
カ ス ガ マ イ シ ン ・ 銅 1 ， 000 26 . 5  15 . 1  7 . 58b 24 . 0  8 . 3  4 . 78 28 . 0  1 3 . 6  5 . 98 + 
"-t ノ ミ Jレ 1 ， 000 23 . 0  12 . 9  3 . 88 24 . 5  1 1 . 8  6 . 88 25 . 5  1 1 . 9  4 . 48 
ト リ フ ル ミ ゾー ル 1 ， 000 24 . 0  20 . 7  12 . 9bc 26 . 0  29 . 2  18 . 1b 26 . 0  1 6 . 2  9 . 58 

ベ ア ラ ゾエ ー ト 1 ， 000 23 . 5  2 1 . 3  13 . 3bC 23 . 5  13 . 1  6 . 1" 26 . 5  22 . 1  1 1 . 28 
プ ロ ク ロ ラ ズ 1 ， 000 25 . 5  2 1 . 5  13 . 2bC 24 . 0  22 . 9  12 . 48b 25 . 5  2 1 . 2  1 3 . 48 
イ プ コ ナ ゾー ル 1 ， 000 27 . 0  27 . 8  14 . 4C 24 . 0  20 . 3  10 . 88b 24 . 5  22 . 1  1 1 . 38 
無処理 (接種) 25 . 0  24 . 1  1 2 . 8bc 27 . 0  24 . 4  1 5 . 48b 25 . 0  24 . 1  12 . 88 

表中の 同一英小文字 は Duncan の 多重比較検定で 5%有意差の な い こ と を示す.
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認め ら れず病原性が認め ら れ な か っ た (市 川 ら ， 199 7 

a) 。

そ こ で， 耕種的防除試験 を行 っ た 同 じ施設で， 本菌 を

前接種 し た メ リ ク ロ ン苗 を慣行栽培 し ， 本菌の 防除効果

を検討 し た 。 黒斑の発生 は， 慣行栽培 に お い て は 6 月 か

ら 8 月 に かけて 急増 し ， そ の 後 も 増 加 し た 。 こ れ に 対

し ， 本菌 を 前接種 し た 生物防除 に お い て は， 栽培期間 を

通 し て 極 め て 高 い 防除効果が認め ら れ， 7 か月 間 の 発病

抑制効果が認め ら れた 。 黄斑の発生 は ， 試験期間 を通 し

て 少発生で あ っ た が， 黒斑 と 同様な傾向 で あ っ た (図-

2) 0 F. monilijorme に よ る Fusarium 病 の 生物 防 除 の

報告 は， イ ネ ばか苗病 (潰村 ら ， 19 89 ) や ラ ッ キ ョ ウ 乾

腐病の例 (本多 ・ 川 久保， 199 8) が あ る 。 ラ ッ キ ョ ウ 乾

腐病で は収穫 ま で長期 の発病抑制が認め ら れ， 発病抑制

機作 は F. monilijorme の 生産 す る 物質に よ る 抵抗性の

誘導 を 推察 し て い る 。 イ ネ ばか苗病で は ト リ フ ミ ゾール

低感受性 と 病原菌の競合 と し て い る 。 シ ン ビ ジ ウ ム の生

育期間 は 2 年半か ら 3 年間 と 長 く ， 発病抑制効果の持続

期間や発病抑制機作等 に つ い て は今後の課題であ る 。

お わ り に

シ ン ピ ジ ウ ム を ク リ ス マ ス や お正月 の贈答用 品 と し て

25 

20 
一一ー黒斑・慣行・ 0 ・ 黒斑 ・耕種ー 由貿斑・慣行→・ 黄斑・耕種

'hd

内HU

-

-

(
渓)
保
山帯
保
線

出荷す る た め ， シ ン ビ ジ ウ ム 栽培で は 開花株 の 山上 げや

生育期間 中 に ハ ウ ス 内 を 加温， 多肥 ・ 多 濯水の 管理 を す

る こ と に よ り ， 生育期間 の短縮や生産効率 の 向上が図 ら

れて い る 。 本病の 多 発は， こ の よ う な栽培環境 に お い て

感受性品種が栽培 さ れた こ と に よ る も の と 考 え ら れ る 。

そ こ で， 本病防除の基本 は 発病 を抑制す る 栽培管理すな

わ ち 耕種的防除 を励行す る こ と で あ る 。 耕種的防除 に よ

り 本病の発生 は 多発園場で も 半減 し ， 少発生圃場 で は 生

産上問題 に な ら な い程度 ま で抑制 す る も の と 思わ れ る 。

ま た ， 今後 そ の利 用 が期待 さ れ る 非病原性 フ ザ リ ウ ム 菌

は， 発病抑制期聞が長 い こ と か ら ， 無菌状態 に 近 い メ リ

ク ロ ン苗 に 本菌 を感染 さ せ て 利 用 す る こ と が効果的 と 考

え ら れ る 。 し か し ， 実用 的 に 利用 す る 前 に ， 本菌が育苗

か ら 開花 ま で に 及ぽす影響， ラ ン類 を は じ め 他の 作物 に

対す る 病原性， 植物体内 お よ び施設内 に お け る 本菌 の 動

態， 発病抑制機作， 黄斑病以外の病害 に 対す る 発病抑制

効果等 に つ い て 明 ら かに し て お く 必要 が あ る 。 現在， 本

菌の実用化 に 向けて ラ ン類 の メ リ ク ロ ン生産会社お よ び

大学 と 共同研究 を 進 め て い る 。
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図 - 1 シ ン ピ ジ ウ ム 黄斑病の耕種的防除
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図 - 2 慣行栽培 に お け る F. subglutinans に よ る シ ン ピ ジ ウ ム 黄斑病
の生物防除
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